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Maytansinel 1 ) ~乙代表される maytansinoid化合物は， 1972 年 Kupchan り によってニシキギ科の植
物より単離・構造決定された ansamacrolide 系化合物である。その抗腫場活性における作用機序はチュ
ープリンの重合および、微小管の形成阻止に由来する細胞分裂阻害剤である乙とが明らかにされている。













Ansamitocin P-3 (2) : -COCH(CH~2 
Maytansinol (3) : -H 





第 l 章 Ansamitocin の化学修飾
3) 第 l 節 4, 5 -Deo司rmaytansinoid類の合成
Maytansinoid系化合物の抗腫場活'性と 4.5 -epoxy基との相関関係、は解明はし、まだ未解決で，乙の点を
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第 2 節目， 12, 13, 14 -Tetrahydroansamitocin P-3(10)の合成
立体配座の変化が生物活性に与える影響を検討するため. 2 を接触還元して環の poreslze が大きく，
分子全体の flexibilityが増大する 1 0 を合成した。
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4) 第 3 節 3 -Epimaytansinoid類の合成
3 位 ester基の絶対配置は S 配置で. ansamacrolide環の α面の方向に位置している。そこで 3 位ea­
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5) 第 4 節 Maytansinoid 3 位acyl誘導体の合成
優れた化学療法係数を有する誘導体を見出し構造活性相闘について考察する目的で， maytansinol(3l 
の 3 位水酸基をmethod A-Dの方法で種々の 3 位acyl誘導体を合成した口
Method Reagents R1 
A R2-COOH , DCCD , ZnC12 COR2 
B R2-COOH , DCCD , DMAP -COR2 
C R2-NCO , ZnCh CONHR2 
D R2-OCOCl , n-BuLi -COOR2 
第 2 章 Maytansinoid類の生物活性
前章で合成した maytansinoid類の生物活性は， z.n vitro 試験としてTetrahymena pyriformis Wの生
育問害および繊毛再生回害試験， in vz.vo 試験として実験動物腫虜系 B -16 melanomaおよび P-388
leukemia 1(.対するマウスの延命効果試験によって測定した。
第 3 章 Maytansinoid類の構造活性相関
4, 5 -Deoxymaytansinoid類( 4, 5 )と 1 および 2 の活性を比較すると ， in vitro および zn vzvo 試験
で同等の活性を示した。
11, 13 -Diene構造が還元された 10 の抗腫場活性は， 2 と比較して z.n vitro および、in vZVo 試験で活性
が認められた。






Ansami tocin を化学修飾して 40 数類の誘導体について抗腫場活性を検討し構造活性相関の観点か
ら以下の知見を得た。
1. 4,5 -Epoxy基は maytansinoid類の活性発現に関与する官能基ではなく. ansamacrolide 環の立体
配座固定に重要な役割をしている。
2. 11. 13 ，-Diene構造は抗腫場活性発現の活性中心でミはないが， ansamacrolide環の立体配座と pore­
slzeの保持に重要である。
3. Ester結合する 3 位水酸基の絶対配置は生物活性におよぼす影響が著しく，活性発現に必須の要素
である。
4. 3 位 ester誘導体で、は脂肪酸側鎖の炭素数 4--5 の化合物に最大活性が認められる。また，側鎖中の
ヘテロ原子の位置は活性に大きく影響し，その最適位置は α位である。
5. 3 位水酸基に結合する acyl基が carbamoyl あるいは carbonyl ester 結合でも抗腫蕩活性を示す口
6. 3 位 ester誘導体の中， 3 -phenylglycinate は in vztro 試験での活性は弱し、が， zn vz vo 試験でiまmay­
tansine( 1 l および、ansamitocÏn P-3(2l と同等の抗腫場活性を示し，その有効用量域が非常に幅広く，
優れた制癌剤への応用が期待される。
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本論文は， Nocardia sp. の培養で多量得られ，かっ，強い抗腫場活性を示す ansamacrolide 系化合物
ansamitocin類を素材として，構造活性相関の視点から詳細に検討し，抗腫場活性発現の構造要因を明
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らかにするとともに，優れた制ガン剤への応用が期待される誘導体の合成に成功している。以上は，薬
学博士の学位請求論文として，充分価値ある成果と認められる。
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